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CSR REPORT 2018

マスカット薬局は、2019 年に創立 20 周年を迎えることができ
ました。それもひとえにご縁をいただいた多くの方々の支援が
あったからこそと、心より感謝申し上げております。

わが社では、創立 10 周年の節目となった 2009 年に、イノベー
ションをスタートさせました。以来続けてきた「健康を守る」た
めのさまざまな取り組みは、年々地域に住む多くの方々に評価さ
れるようになり、喜びや感謝の声も増えてきました。

そんななか、わが社が期待されていることは、「健康を守る」だ
けに止まらず、「生命を守る」ことだと気づき、「地域の一人ひと
りの生命と健康を守るため、主体性をもって社会貢献する」とい
う目的を掲げました。
その目的を果たすことこそわが社の社会的責任であり、重要な使
命であると考えた私たちは、CSR について深く学ぶようになりま
した。

その学びのなかで知ったのが SDGs です。
SDGs とは、2015 年 9 月の国連サミットで採択された国際目標で、
国連加盟の 193 ヶ国が 2030 年までの達成を目指しています。

ある時、17 の目標と 169 のターゲットから構成されている SDGs の視点で過去のイノベーションを整理
したところ、「あれ、これは SDGs のこの目標に合致しているじゃないか」「お、こっちはこの目標と同じだ」
と気づきました。
そうして、今回の CSR レポートではわが社のさまざまな取り組みが、SDGs の各目標とどのように呼応し
ているのかをまとめることとなりました。
つまり、私たちは最初から意図して SDGs に取り組んできたわけではないのです。

この CSR レポート 2018 を通して、みなさまにお伝えしたい重要なポイントは、知らず知らずのうちに
SDGs に取り組み、ひいては CSR を果たしている方が思いのほか多く、CSR も SDGs もそんなに難しいも
のではないということです。

そんな SDGs が、なぜ今、世界的に注目されているのかというと、現状のままでは「私たち人間が生存で
きなくなる」からです。
たとえば、CO₂の排出から進む温暖化によって気温はドンドン上昇し、超大型の台風をはじめとするこれま
でに経験したことのない自然災害が世界各地で発生し、甚大な被害が続発しています。
いっぽうで、人の無責任から生まれるプラスチックごみや自然災害で発生した漂流物による海洋汚染は深刻
化し、動物・植物・微生物までの多くの生き物の死滅要因になるなど、生態系に大きな影響を与えています。
このままでは、今後地球が 20 億年、30 憶年と存在できても、私たち人間はいつまで生存できるか疑問です。
そうした危機を回避すべく生み出されたのが SDGs であり、その理念はまさにわが社の「生命を守る」と
いう目的と一致しているのです。

最後に、今後ますます厳しい環境となる薬局業界は、現状維持の会社が淘汰される時代に入っていきます。
そうしたなか、マスカット薬局では来る 2020 年に 10 年後のビジョンを発表します。その新たなビジョンを
念頭に、わが社の生き残りをかけたイノベーションを継続するとともに、地域が「持続可能な社会」となれ
るよう、力を注いでまいります。

代表取締役　髙橋 正志
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私たちの活動を以下7つの中核課題に分類し、6つのカテゴリーに
整理し、編集しています。

 ● 説明責任
● 透明性
● 倫理的な行動
● ステークホルダーの利害の尊重
● 法の支配の尊重
● 国際行動規範の尊重
● 人権の尊重 　　 　　
　　　　

私たちは、経営理念のもと、目的の実現に向け、日々の事業活動を
行っています。
その報告書として、本CSRレポートの制作にあたり、世界のすべ
ての団体に適用可能な社会的責任の国際規格『ISO26000』を手
引きとして活用しています。そして、同規格のガイドラインに
従い、右の7つの原則に則っています。

CSRレポート編集方針

トップメッセージ

７つの原則

● 組織統治
● 人権
● 労働慣行
● 環境
● 公正な事業慣行
● 消費者課題
● コミュニティへの参画

7つの中核主題 マスカット薬局CSRレポート  ６つのカテゴリー

目次　ＣＯＮＴＥＮＴＳ　
02　トップメッセージ
03　会社理念・会社方針
05　SDGｓへの取り組み
07　イノベーションの歴史
09　沿革
11　特集１ おかやまケンコー大作戦
13　特集 2  20 周年記念イベント　
15　私たちの組織運営 ( 組織統治）
17　健全な企業風土づくり ( 人権・労働慣行 )
19　働きやすい職場づくり ( 人権・労働慣行 )
27　かかりつけ薬剤師・かかりつけ薬局を目指して（消費者課題）
29　信頼される薬局を目指して ( 公正な事業慣行 )
31　地球環境負荷低減のために ( 環境 )
33　地域の健康を守るために ( コミュニティへの参画 )
39　第三者意見

● 組織統治(私たちの組織運営）
● 人権・労働慣行(健全な企業風土づくり・働きやすい職場づくり)
● 環境(地球環境負荷低減のために)
● 公正な事業慣行(信頼される薬局を目指して)
● 消費者課題（かかりつけ薬剤師・かかりつけ薬局を目指して）
● コミュニティへの参画(地域の健康を守るために)
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ロ　ゴ

3 年後のビジョン

この地球で私たち人間が生き続け、そして進化・発展してい
くためにはなくてはならないものの１つが太陽です。
マスカット薬局は、地域の皆様に、温かい光を惜しみなくサ
ンサンと降り注ぎます。地域の健康を、太陽のように温かく
見守って、地域の人たちに頼りにされ、信頼される薬局を目
指していくシンボルとして、この新しいロゴを育てていきた
いと思っております。

缶バッジ

わが社の理念・目的を地域の方々に伝えていく手段とし
て全職員がこの缶バッジを胸につけて仕事をしています。
これからの企業には、地域の方々に企業の思いを伝える
ことが求められています。企業の思いが伝わった時、は
じめて信頼関係が確立し、地域になくてはならない企業
として認められ、受け入れられると考えています。

株式会社マスカット薬局
〒701-1154　岡山県岡山市北区田益 1290-1

代表取締役　髙橋 正志

1998 年 8 月

1,000 万円

28 億円（2018 年度実績）

96 名（うち薬剤師 49 名 )2019 年 6 月 30 日現在

薬局 / 保険調剤（各種保険取り扱い ) / 一般用医薬品販売

本店 / 日本原店 / 奈義店 / 高梁店 / 総社店 / 備前店
湊店 / 倉敷店 / 湯郷店 / 一宮店 / 庭瀬店 / 東古松店
しもまち薬局 / 穂浪店 

住 所

代 表 者

設 立

資 本 金

売 上 高

社 員 数

事業内容

店 舗

会社概要

１．健康サポート薬局としてセルフメディケーションの支援
２．かかりつけ薬剤師・薬局の役割
３．組織化した人材育成

2016 年度 - 2018 年度
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会社理念

５つの基本方針 エンゲージメント

理　念

目　的

命ある企業

マスカット薬局は、地域の一人ひとりの生命・健康を守るため、
主体性をもって社会貢献する。

健康、即ち「人間の命」を大切にしていくことを目指していく組織でなければいけません。組織を機械のように捉え、
社員一人ひとりを機械の歯車として捉えるような冷たい関係ではなく、社員一人ひとりを人間の身体の細胞・臓器 
と捉えるような温かい血の通った関係の組織を理想とします。
 私たち人間の身体には、約 60 兆の細胞で出来ています。その 60 兆の細胞は、一つひとつが違い、同じ細胞はあ
りません。また、一つひとつの細胞があたかも自由で、意志を持っているかのように、外部から病原菌が侵入して
きたら命を守るために戦うのです。もちろん、身体も各細胞に温かい血液・栄養を送り、組織を守り続けるのです。
 世の中には一人として同じ人間はいません。多様な個性の人たちが企業を構成しています。そして組織を支える
仕組みは、いのちを支える仕組みと全く同様であります。会社がひとつの意志をもった生命体だと言う考え方が、
わが社の経営理念である「命ある企業」であります。

私たち薬局の仕事は、地域の人々が健康になるために貢献していくことが使命であります。

店舗と本部の信頼関係
本部は、店舗スタッフを支える為に存在します。
この使命に対する強い自覚により本部と店舗の深い信頼関係の
絆を創造します。

店舗内の信頼関係
最も大切な現場である店舗のスタッフどうしが、
深い信頼関係をつくり、お客様の感動を創造します。

顧客満足
世代を超えて、末永く顧客となって頂くために、お客様の立場
になりきったサービスの提供に、妥協なく取り組みます。

社員満足
社員ひとり一人が、わが社で働くことに誇りを持ち、
自らの主体性を発揮して仕事に取り組む風土をつくります。

人材育成
地域社会の健康を支える薬局ビジネスを通して、
私達は自己革新を果たし社会に貢献できる人材に成長します。

エンゲージメントというのは、誓い・約束という
意味があります。
マスカット薬局の「エンゲージメント」は、理念・
目的・方針から成り立っています。
職員は仕事中いつもこのエンゲージメントを身に
つけ、自分の役割・使命は何かを問い正し、振り
返り、そして行動をしています。

会社方針

MUSCAT CSR 2018



SDGｓへの貢献

 6

私たちが取り組む重要な課題

あらゆる年齢のすべての
人々の健康的な生活を
確保し、福祉を推進する

企業理念「命のある企業」、企業目的「地域の一人ひとりの生命・健康を守る
ため主体性をもって社会貢献する」を全社員共有し、一丸となり取り組む

　　　  セルフメディケーションへの取り組み、おかやまケンコー大作戦、
　　　  地域での講演活動

すべての人々に包摂的かつ
公平で質の高い教育を提供
し、生涯学習の機会を促進
する

全ての社員が意欲的に社内教育制度を活用できる環境を構築し、多様な教育を
行う。また、地域のヘルスリテラシー向上に貢献する。

　　　  人材育成支援制度、地域での講演活動

ジェンダーの平等を達成
し、すべての女性と女児の
エンパワーメントを図る

すべての女性のエンパワーメント促進を積極的に行う。育児や介護の家事労働
を理解し、制度の構築や見直しを行うことで、社内風土を成長させる。

　　　  ワークライフバランス推進、女性社員の活躍推進

国内および国家間の不平等
を是正する

年齢、性別、障害、人種、民族、出自、宗教、あるいは経済的地位その他の状
況に関わりなく、すべての人々のエンパワーメントに取り組み、地域と共に歩
む企業づくりを促進する。

　　　  在宅医療、認知症カフェ

都市と人間の居住地を包摂
的、安全、レジリエントか
つ持続可能にする

女性・子供、高齢者および障害者を含め全ての人が参加でき、包摂的かつ持続
可能な地域づくりに寄与する。

　　　  地域での講演活動、エコアクション 21

持続可能な消費と生産のパ
ターンを確保する

自然と調和したライフスタイルを意識し、予防、削減、リサイクル、および再
利用（リユース）により廃棄物の排出量を大幅に削減する。

　　　  エコアクション 21、セルフメディケーションへの取り組み

気候変動とその影響に立ち
向かうため、緊急対策を取
る

国民生活、地域社会、文化を支える社会的責任を明確にする。

　　　  エコアクション 21

持続可能な開発に向けて実
施手段を強化し、グローバ
ル・パートナーシップを活
性化する

効果的な公的、官民、市民社会のパートナーシップを奨励・推進することで、
地域の資源戦略を構築し、協働を行う。

　　　  おかやまケンコー大作戦、地域包括ケア

すべての人々に手ごろで信
頼でき、持続可能かつ近代
的なエネルギーへのアクセ
スを確保する

クリーンエネルギー活用を促進するとともに、地域の一人ひとりが取り組める
エコ活動を推進する。

　　　  エコアクション 21

すべての人々のための持続
的、包摂的かつ持続可能な
経済成長、生産的な完全雇
用およびディーセント・
ワークを推進する

働きがいのある人間らしい仕事を実現するために、適切な社内評価制度の充実
を行う。

　　　  人事評価制度、表彰制度

ゴール マスカット薬局の課題と取り組み

取組

取組

取組

取組

取組

取組

取組

取組

取組

取組
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世界全体で 2030 年を目指して 環境・経済・社会についての問題を解決し、明るい未来を作るために
17 のゴールと 169 のターゲットで構成されています。
SDGs は、政府や自治体だけでなく、企業や NPO/NGO、一般市民の主体的な行動や連携によって課題
を解決する事が求められています。

SDGs とは、Sustainable Development 
Goals の略称で、「持続可能な開発目標」
のことです。

私たちマスカット薬局も、岡山の地元企業として、SDGｓの達成に寄与していくことを目指しています。
Think-Globally、 Act Locally（シンク・グローバリー、アクト・ローカリー）。

「地球規模で考え、地元の課題を見つめ、足元から行動する」『地域の一人ひとりの生命・健康を守るた
めに』私たちは、事業を展開しています。そして、5 つの基本方針に基づき、地域に根差した事業課題
を SDGｓと関連付け、10 のテーマとして整理しました。

マスカット薬局の取り組み

MUSCAT CSR 2018
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沿 革 　創立からのあゆみと社会情勢

1874/8/18
『医制』公布、
『薬舗開業制度』創設

1889
『医薬品営業並取扱規則
（薬律）』制定とともに
『薬事制度』導入
「薬局」「薬剤師」が
用いられるようになった

1887
『日本薬局方』施行

■
■

1949
医薬分業実施勧告

■

1951
『医師法、歯科医師法及び薬事法の一部を改正する法律』
（俗にいう『医薬分業法』) 制定及び 1956 年の同法改正

1997
モデル国立病院で完全分業化

『薬剤師法』改正で
「調剤時における必要な情報の提供」
が薬剤師の義務化

1956『薬剤師法』制定

1960  『薬事法』施行

■

■

1961  『国民皆保険制度』確立

1974 医薬分業元年

1998/8　 有限会社マスカット薬局設立

■

1988/4
入院調剤技術基本料新設

■

2004/5/21
『学校教育法』改正
（6 年制）公布

2003　
医薬分業率 50％超える

■

1998/10　マスカット薬局 日本原店開局 ( 津山市日本原 )

2000/1  マスカット薬局 奈義店開局 (勝田郡奈義町)

2000

2005

■

2001/3 マスカット薬局 本店開局
　　　　　　　　　　 ( 岡山市北区田益 )

■

2002/9
マスカット薬局 高梁店開局
　　　　　   　( 高梁市柿木町 )
2002/12
マスカット薬局 総社店開局
　　 　　　　　( 総社市中央 )

2003/3
マスカット薬局 
備前店開局 (備前市伊部)

2005/5
　　第 1 号　　

マスカット便り発行

2003/7
マスカット薬局 
湊店開局 (岡山市中区湊)

2003/9
有限会社から株式会社
に変更

1900

■

■

■

1995/1
医薬分業率 20％

1992
『第二次医療法』改正で薬剤師が
「医療の担い手」として
位置づけられた

■

■

■

天災・人災が多発

阪神タイガース優勝

2005
紀宮様ご成婚

「愛・地球博」開催

1998
毒物混入

事件

2000
シドニー五輪

1999
世紀末

1996
O-157

食中毒事件

阪神・淡路大震災発生

大型倒産続出

2001
米国同時多発

テロ事件

2002
拉致被害者

帰国

災

虎

帰

戦

愛

毒

金
末

震

倒
食1925

『薬剤師法』公布 ■

2011/3
医薬分業率 64％
東日本大震災発生

■

2009
登録販売者制度開始

■

■

2006/4/1
平成 18 年度より『学校教育法』改正
　（薬学教育 6 年制スタート）

2012/4
病棟薬剤業務実施加算

医薬分業率 66.1％

日本薬剤師会
生涯学習支援システム

（JPALS) 開始

■

■

■
■

■

2006 　　マスカット薬局奈義店増築
2006/4　 第１回薬剤師のためのワークショップ ( ㈱マスカット薬局 )
2006/9　 マスカット薬局 倉敷店開局 ( 倉敷市中島 )
2006/11　第 2 回スタッフのためのワークショップ ( ㈱マスカット薬局 )

■

■

■

■

2010

2015

2018

2019

『第 5 次医療法』改正で、薬局は病院、
診療所等と並び「医療提供施設」
として位置づけられた

2007/4　マスカット薬局 本部移転 ( 岡山市北区下中野 → 総社中央 )
2007/4　マスカット薬局 湯郷店開局 ( 美作市湯郷 )

2008/7　マスカット薬局 一宮店開局 ( 岡山市北区一宮 )
2008/9　管理栄養士採用

2012/1　マスカット薬局 本部移転 ( 総社市 → 岡山市北区田益 )
2012/1　マスカット薬局 備前店 増築
2012/11/11　第 4 期 イノベーション( マスカットホール )

■

■

■

■

2009/4/5　第１期 イノベーション ( せとうち児島ホテル )
2009/4/19　第１回 OTC 勉強会開催
2009/10　マスカット薬局 庭瀬店開局 ( 岡山市北区庭瀬 )

2010/1　　  医薬品情報管理室設置
2010/4/18　第 2 期 イノベーション( ロイヤルホテル )

2015/9
しもまち薬局 開局
　　　( 高梁市下町 )

2015/8
マスカット薬局 備前店
無菌調剤開始

2018/6/1
マスカット薬局
穂浪店開局（備前市穂浪）

2019/6/21
エコアクション21
認定

2018/7/29
第 9 期イノベーション
20 周年記念式式典 
( 岡山プラザホテル )

2013/2/12　マスカット薬局 高梁店 移転 ( 高梁市柿木町 )
2013/3　マスカット薬局 青江店閉局 ( 岡山市北区十日市 )
2013/4　マスカット薬局 東古松店開局 ( 岡山市北区東古松 )

2014/4　家庭医療専門薬剤師レジデンシー開始
2014/8/24　第 5 期 イノベーション( マスカットホール )

2016/8/28
第 7 期 イノベーション
( マスカットホール )

2015/8/23
第 6 期 イノベーション
　　( マスカットホール )

2011/3　Q&A サイト「教えて薬剤師さん」開始
2011/9　健康祭り 開始
2011/9　マスカット薬局 青江店開局 ( 岡山市北区十日市 )
2011/12/18　第 3 期 イノベーション( マスカットホール )

■

■

2017/7/23
第 8 期 イノベーション
　( マスカットホール )

2017/3  本店改装
2017/6
薬局へ行こう︕ウィーク開始

2017/12  CSR 冊子作成
　　　(2016/7 ～ 2017/6)

■

2015
医薬分業率 70％

2014/11/25
『医薬品医療機器等法
      （薬機法）』施行

2015/10/23
患者のための薬局ビジョン
～「門前」から「かかりつけ」、
　　　　　　そして「地域」へ ～

■

■

■

2016
リオ五輪

2017
九州北部豪雨

相次いだ
自然災害

2014
消費税率
引き上げ2013

東京五輪決定

ロンドン五輪

政権交代

悠仁様ご誕生 テロ多発

2007
食品偽装

問題

2008
リーマン
ショック

2010
長期実務実習開始
記録的な「猛暑」

■

■

2013
晴れやかネット開始

■

北

災

金

安

税

輪

金

絆

暑
新

変
偽

命
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６月１日～７日の「薬局へ行こう︕ウィーク」
期間中には、周知のために「おかやまケンコー大
作戦」を同時実施し、来店者に大変喜んでいただ
きました。

薬局店内の健康イベント時はもちろん、地域の
サロンや公民館、イベント施設、企業に出向いて
の栄養相談会や測定会で、多くの参加者を募りま
した。健康への意識の高い方が多く、さまざまな
質問が寄せられました。

この取り組みをきっかけに、処方箋がなくても定期的に店舗に来店され、
体組成計で測定される方や栄養相談を受けられる方が増えました。
今後も地域の方々の健康を守るべく、活動を続けていきたいと思います。

11

特集1　おかやまケンコー大作戦

2019年4月にスタートした「おかやまケンコー大作戦」は、岡山市がSIB（ソーシャルインパクトボンド）
を活用して実施する健康ポイント事業です。35 歳以上の岡山市民および岡山市内在勤者を対象に、岡山
市内の薬局やスーパー、フィットネスジム、スポーツ用品店、飲食店などさまざまな店や施設が健康に
つながるサービスや商品を提供し、市民の健康寿命の延伸と企業の健康経営促進を目指す取り組みです。
多くの人が参加することで「岡山のまちをみんなで健康にする」作戦です。

・薬剤師や管理栄養士による栄養相談を受ける → 「栄養・食生活ポイント」
・店内の体組成計を使って測定 → 「健康機器ポイント」
・ 店舗が企画する各種健康イベントに参加 → 「イベントポイント」

■ 参加店舗
　 岡山市内 5 店舗（本店・一宮店・湊店・東古松店・庭瀬店）

■ 提供ポイント

MUSCAT CSR 2018
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特集2　20周年記念イベント

創業からの 20 年間、時に立ち止まることもありましたが、
一歩また一歩と小さな歩を進めてまいりました。
そうして岡山県内に 14 店舗を展開するまでに成長できましたのは、
さまざまなご縁を得た多くの方々に支えられてきたからこそと、
深謝の念に堪えません。

創立 20 周年記念品

20 周年記念社史
「創立 20 周年と未来への道」発刊

■ デニムバッグ

■ 記念せんべい

■ マスカット エコバッグ

我が社の歩みをまとめなくてはならないと
思い至り、この 20 周年記念誌の発刊を決意
したのです。

13 MUSCAT CSR 2018
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お客様の満足のために 信頼されるかかりつけ薬局を目指して地域に根差した店舗運営を心がけ、岡山県下に 14 店舗展開しています。

店舗運営

マスカット薬局 店舗一覧

マスカット薬局 高梁店

マスカット薬局 総社店

マスカット薬局 倉敷店

マスカット薬局 庭瀬店

マスカット薬局 一宮店

しもまち薬局

マスカット薬局 日本原店

マスカット薬局 奈義店

マスカット薬局 東古松店

マスカット薬局 湊店

マスカット薬局 湯郷店

マスカット薬局 本店

マスカット薬局 備前店

マスカット薬局 穂浪店

高梁市

総社市

美作市

津山市
奈義町

備前市

東区

北区

中区

岡山市

南区倉敷市

庭瀬店
岡山市北区庭瀬 812-6

東古松店
岡山市北区東古松三丁目 1-11

湊店
岡山市中区湊 492-2

倉敷店
倉敷市中島 858-6

しもまち薬局
高梁市下町 58-1

湯郷店
美作市湯郷 815-4

日本原店
津山市日本原 345-5

奈義店
勝田郡奈義町豊沢 292-12

高梁店
高梁市柿木町 20-1

穂浪店
備前市穂浪 2835−9

備前店
備前市伊部 2155-2

一宮店
岡山市北区一宮 34-1

本店（国立病院前）
岡山市北区田益 1290-1

総社店
総社市中央 1-22-101

組織体制

社員一人ひとりが地域のお客様に対
しより質の 高いサービスの提供・安心
してご利用いただけるための信頼関係
の構築ができるよう会社全体で支援す
るための組織体制を整えています。

社員教育を行う教育（共育）部門、
薬学的支援を行う医薬品情報管理部門、
OTC 医薬品・衛生材料等の販売・支援
を行う商品開発課、セルフメディケー
ション部門、 店舗運営の支援を行う総
務課・薬局運営部門があります。

教育（共育）部門

理念に沿って、社員の一人ひとりが
会社の貴重な財産であると考えてい
ます。
そのため「人材育成」に最も
重点をおき、社員一人ひとり
の自主性・主体性を重んじた、
あらゆる角度からの教育に
取り組んでいます。

薬局運営部門

薬局での処方せん調剤
業務全般に関わり、調
剤ミスや調剤過誤ゼロ
を目指して業務の効率
化や手順の見直し、適
正な保険請求について
店舗と協力して取り組
んでいます。

セルフメディケーション部門

地域の皆様の健康をサポートします。
地域住民、一人ひとりとのふれあい
の中で運動、食生活の改善を
通して未病予防のアドバイス
を行い、店頭での適切な医薬
品販売のサポートとお客様の
ニーズに則した商品選択の
支援をしています。

医薬品情報管理部門

医薬品や健康などに関する多くの情報
を収集・整理し、健康維持や有効かつ
安全な薬物療法を実施していただく
ため、ニーズに応じた情報を正確・
迅速に提供・伝達しています。

『よりそう ささえあう　
笑顔が広がる マスマス健康
マスマス笑顔』をモットーに !!

商品開発課

店頭における商品の仕入交渉や
販売企画の立案。商品情報や販
売動向を共有し OTC 医薬
品及び物品販売のサポート
を行っています。
また、各種イベントを
通じて地域の方々の健康
をサポートしています。

総 務 課

主に薬局の施設基準の許認可
申請や各種申請用紙作成及び
管理を行っています。
また企業ホームページ
の管理・更新や CSR
レポートの作成も行って
います。社員が薬局
業務に注力できるよう
サポートしています。

15

私たちの組織運営

組織統治

MUSCAT CSR 2018
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障がいを持った方々がいきいきと働ける職場環境を整備しており、業務に従事しています。

障がい者雇用

マスカット薬局では、管理職（管理薬剤師以上の役職）になるためには、性別によらない客観的な判断を基準とし
ています。管理薬剤師の条件として、薬に関する知識はもちろんの事、薬事関連法規の知識と理解、レセプトや医
療保険についての知識、また、薬局運営の管理能力と高いコミュニケーション能力を必須としています。現在、5
名の女性管理職者がいます。管理職数の 24％に当たります。

ハラスメント防止
パワーハラスメント、セクシャルハラスメント等職場のハラスメントは職場環境の悪化となり、大変なダメージに
繋がります。ハラスメントに関する学習会を開催し、明るい職場づくりに努めています。
2018 年度は、社外研修に２名が参加しました。

トップとの定期的面談
社員一人ひとりと、代表取締役、教育部門長の二人とで、個人面談を毎年４～５月に行っています。面談では、理念・
目的・方針や個人目標を中心に、振り返りシートにより１年間を振り返りながら成長度をお互いに確認。その結果
をふまえて、社員一人ひとりの希望を聞きながら、次年度の目標を考え、働きやすい職場環境づくりを行っています。

定着率・離職率
私たちマスカット薬局は「命ある企業」を理念としています。また、5 つの基本方針として、本部と店舗、店舗内
の信頼関係に重きを置き、信頼関係があるからこそより良い薬局サービスを提供できると考えています。
2018 年度の離職率は 9.3％でした。

女性社員の活躍推進

2012 年度

社員数

2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度

5554453

2012 年度

社員数

2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度

2220000

再雇用制度
60 歳定年者に対しては、定年の半年前に事前に再雇用に関する説明を行います。雇用保険の手続き、年金の請求、
退職金など様々な説明を行い、ライフプランの一助としています。今年度の再雇用勤務者は 3 名。

2012 年度

社員数

2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度

3322100

【 再雇用勤務者数 】

【 ハラスメント研修参加者数 】

【 女性管理職者数 】

17

健全な企業風土づくり

人権・労働慣行
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2012 年度

社員数

2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度

2201111

2012 年度

社員数

2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度

510000

ワークライフバランス

マスカット薬局では、育児・介護休業等に関する規則を整え、仕事と育児・介護の両立が出来るよう支援しています。
2018 年度の育児休業の利用者は 6 名、育児休業より復帰した社員は 5 名でした。

育児・介護休業制度

リフレッシュ休暇取得制度

世の中には一人として同じ人間はいません。多様な個性の人たちが企業を構成しています。そして組織を支える仕
組みは、いのちを支える仕組みと全く同様であります。会社がひとつの意志をもった生命体だと言う考え方が、わ
が社の経営理念である「命ある企業」であります。
今年度の短時間勤務社員は 3 名。残業時間は 1 人平均月 2.5 時間。

入社後 10 年を経過した社員、または、管理職社員を対象として連続１０日間のリフレッシュ休暇制度を設けてい
ます。日々の業務からはなれ、ゆっくりと休暇を楽しむことで、心身ともにリフレッシュし、また新たな気持ちで
業務に取り組むことを目的とした制度です。2018 年度の利用者は 2 名でした。

【 短時間勤務社員数 】

【 リフレッシュ休暇取得者数 】

6

00

1111

111

2012 年度

社員数

2013 年度 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度

4

54

0

復帰者

【 育児休業取得者数・復帰者数 】


	2018表紙・裏表紙
	1-1
	1-2
	1-3
	2-1
	2-2
	3-1
	3-2
	4-1
	5_1

